
                                                                                  
平成２５年度長崎県食品ウォッチャー第２回活動報告について 

 
消費者を「長崎県食品ウォッチャー」として委嘱し、食品表示等に関して不適正な食品の
情報提供を受け、改善していく制度をおこなっていますが、平成２５年度第２回目の報告等
による活動内容を取りまとめましたのでお知らせします。 
 
                                           記 
 
１ 食品ウォッチャーの委嘱数 
 
  県内で、１４９名（女性：１３８名 男性：１１名） 
 
２ 活動内容 
 
    ①日常の買い物活動の中で食品表示等に関するモニタリング活動を行い、疑問や問題が

あると思われる場合に情報提供 
    ②モニタリング活動の結果について定期的報告（年間３回） 
    ③県が開催する「食品ウォッチャー研修会」（年２回）への参加 
 
３ 活動結果  
 
①食品表示等に関する情報提供内容 
件数４１件（平成２５年５月～平成２６年１月３１日）  
食  品  分  類 情     報     区     分 結     果 
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 ②第２回定期報告の概要（１月３１日現在） 

調 査 期 間  平成２５年９月１日～１１月３０日 

調 査 店 舗 数  延べ８，６９８店舗 
調 査 食 品 数  延べ５８，３８６点（生鮮食品２８，０６０、加工食品３０，３２６）

 
③研修会の開催 
○第１回（平成２５年５月８日～５月３０日） 

     県内８カ所で実施 
      長崎会場、県央会場、佐世保会場、島原会場、県北会場、上五島会場、壱岐会場、

対馬会場   参加者８８名 
      
○第２回（平成２５年８月２８日～１０月３１日） 

     県内８カ所で実施 
      長崎会場、県央会場、佐世保会場、島原会場、県北会場、五島会場、壱岐会場、 

対馬会場   参加者８１名（食品ウォッチャー以外の参加含む）     
          



 
４ 主な情報提供及び対応内容 
 
 
 
  
 

疑  問  点 
 

対応・処理内容 

 ★野菜や果物に原産地表示がない。  

野菜や果物は生鮮食品なので、名称と原産地の表示が必
要になります。原産地表示を行うよう販売者を指導しま
した。 
なお、生鮮食品の表示方法として、袋に表示する以外に、
立て札などポップで表示してもかまいません。また仕入
れの箱などに正しい原産地の表示があれば、そのまま利
用できます。 

 
★焼き菓子の詰め合わせのお菓子
一つ一つに表示がなかった。 

 

おそらく、外箱に表示がされていたものと考えられます。
あらかじめ外から中が見えない紙箱に詰め合わせて、全
体で１つの商品として販売する場合は、購入者が表示を
確認できるように外箱に表示をすることになっていま
す。 

 

★鍋用肉セットのトレイの表に貼
付されているお店が表示した賞味
期限と、トレイの裏に貼付されてい
る製造者が表示した賞味期限とが
違う。 

 

お店が表示した賞味期限は、解凍後の賞味期限を示して
おり、製造者が表示した賞味期限は、冷凍状態の場合の
賞味期限を示したものであることが提出いただいた表示
ラベルから、確認できました。 
このように、流通段階で保存方法を変更したものについ
ては、変更した理由を枠外に注意書きをすることにより
消費者にお知らせするよう決められており、今回のケー
スも『解凍された場合は、新たに貼付されたラベルに記
載されている、変更後の保存温度と賞味期限に従ってく
ださい』と欄外に注意書きされていました。 

 

★ひじきの保存方法の欄に「要冷蔵
（10℃以下）」と記載されているに
もかかわらず、冷蔵庫の外に置いて
販売されていた。 

 
調査を行ったところ、当該商品は乾燥ひじきであり、常
温保存できる商品であることが判明しました。適切な表
示を行うよう製造者を指導しました。 

 


